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ABSTRACT

D es ign  o f  a h igh-pow er  e le c t r o n  l i n a c  f o r  the  P o s it r o n  Facto ry  

p lan n ed  a t  JAERI has been  s tu d ie d .  In  the  s tu d y , optimum  

s p e c i f i c a t io n  o f  the  l i n a c  was e v a lu a te d  by u s in g  EGS4 and SPG 

code . A concept o f  150 M e V , 100 kW S-band  t r a v e l l i n g  wave l i n a c  i s  

dem onstra ted  as an  exam p le .

原研におけるポジトロンファクトリー計画の検討（V )

大出力電子リニアックおよび周辺技術の検討

1 • はじめに
原研高崎で計画を進めているポジトロンファクトリー15の建設実現に向けた作業として、平成3 年 

度も前年2〉につづき大出力電子リニアツクについての検討を行った。1 O ^e '/ s の低速ポジトロン 
を安定に供給することを当面の目標としているこのポジトロンファクトリ一に用いる電子リニアツク 
の基本的性能については、前回まではポジトロン発生を行っている各機関の経験的なデータの蓄積か 
ら外揷して求めてきたが、今回は計算コー 
ドを用いた方法を試みた。今回の電子リニ 
アツクの検討は、できるだけ具体的なもの 
とすることとし、前回までの調査結果に基 
づき、仕様の見直しを行うとともに装置の 
コンパクト化を図り、各構成要素について 
の技術的検討を行った。L バンド定在波型 
および進行波型についても前回に引き続き 
検討を進めているが、ここでは一例として 
S バンド進行波型リニアツクについての検 
討結果を示すo

2 •電子リニアックの所要性能 
入射電子エネルギーとポジトロン発生量
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Fig.1 入射電子エネ丨-とホ°シ、' トロン発生量との関係



との関係をポジトロンエネルギーおよび放出角をパラメータとしてE G S 4 コード3>により求めた結 
果をF ig .1 に示す4 ここで、コンバー夕は各入射電子のエネルギーに対し最適厚さのタンタルとし、 
力n速器からの電子線出力は1 0  OkWとした。コンバータで発生したポジトロンはモデレータ一で減速 
され、利用系に導かれるが、モデレータから再放出される低速ポジトロンの量を与えるS P G コード 
5 )によれば、ポジトロンエネルギーlOMeV以下、モデレ一夕への入射角2 0 ° 以内が低速ポジトロン 
発生に有効であることが示され4\ その結果、F ig .1 のデータより電子エネルギー1 0  0 〜 1 5  OMe 
Vが適切であることがわかる。これは従来から検討の対象としてきた値と合致する。 今回の検討で 
は、コンバータの熱負荷軽減などの観点から電子エネルギーを1 5  OMeVとした。その他、前回まで 

の検討結果に基づきパルスの繰り返し、シングルバンチモードの仕様についての見直しを行い、次の 
仕様を今回の検討要件とした。

ノーマルモード シングルバンチモード
電子の最大エネルギー： 1 5  OMeV パ ル ス 幅 ： 1 0  Ops以下
最大平均ビーム電流：0 . 6  7JUA 1 パルス当たりの電荷量：5nC以上
最大平均ビーム出力： 1 OOkW 
ビームハ°ル ス 幅 : 5  以下 
ビーム繰り返し： 7 50p ps以上

なお、今回の検討ではポジ卜ロンが直流の状態で得られるCWリニアック（1 5  OMeV,1 0  OkW) 
製作の可能性についても参考までに調査することとした。

3 . 1 5  OMeV、 1 0  OkW電子リニアックの検討
上記の仕様に対応する電子リニアックの例として、S バンド進行波型の場合について検討を進めた。 

この方式は製作実績も多く、短パルス、高繰返しに適した特徴を有しているが、このような大出力装 
置としての実績はない。

前回の検討結果では1 0  0 Oppsの綠返し数の装置で既存のクライス卜ロン1 3 台、2 .  03m 加速 
管 1 3 本を要するという結果が出ており、今回は、コンパクト化、経済性等を考慮した検討を進めた。 
その結果、既存のクライストロンPV2014Bについて、RF平均出力が大きくとれるよう改良して用い 
ることにより、繰返し数7 5 0PPS、パルス幅2 >usの仕様を満たすリニアックを構築できることが明 
らかになった。このリニアックの諸元は次の通りである。

使 用 ク ラ イ ス ト ロ ン PV2014B(改良品）所 要 台 数 5
PV2012 1
TH2436 1

加速管 2.03 m 定勾配型進行波加速管 1 0
クライストロンパルス変調器ライン型変調器、パルス繰返し750PPS 5 
全 長 約 3 7m(電子源から振り分け磁石入口まで）

装置の構成をFig. 2に示す。
なお、 150MeV、 1 0 0kW CWリニアックについての検討では、全長約1 5  0m、所要電力5 • 3



MWとなることが分かり、建設 コ ス ト 、ランニングコストの両面から不適当であると結論した。

基準発振器 胃増幅器 真空系電源補助電源冷却装置

4 . おわりに

ポジトロンファクトリーに用いる大出力電子リニアックとして、 S バンド進行波型について検討を  

行っ た 結 果 、仕様を満たす装置の製作が可能であることが明らかとなった。本方式が最終的に採用さ  

れるかどうかはまだ決定していないが、ファクトリー実現に向けた検討として基盤となるデータが得  

られたと言える。今回はリニアックの計算機制御、必 要 設 備 、各要素技術についての検討も行ったが、 
ここでは割愛する。
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